























































































































5) ヘシオドス著，陵Jl洋一訳？神統記j岩波文庫， 2006年， P21-22































































































































18) ウェルギリウス著，悶道男，高橋宏幸訳 『アエネー イスj西洋古典議書，京都大学学術
出版会， 2001年
19) ホメロス，松王子千秋訳 fオデツセイアj岩波文庫， 2003年， PZ78以下


































































24) 5マタイによる福音書j16章16 17 


















































界であった。確かに， fヨブ記jに， f人も陰府に下れば もう，上ってくることはな
い。J32）と述べられているように， IB約世界では，陰府は地獄と向一化されていた。


















































































ホメロス，松王子千秋訳｛イリアスj上 第9歌529 599 岩波文庫 2004年， P291-293






















































































































岩波書店， 1997年及び，平Jl祐弘訳 河出番廃棄号社， 2001年を参考に，惹干の私訳を1JDえた。
まずこ，引用原文を注に掲載する。
原文引用は， DanteAlighieri., La Divina Commedia, Iψrno, Purgatorio, Paradiso, Garzanti, 
Tori丹0 (1988）による。
43) (puro atto fu produtto）前掲番 f神山j，天恩篤第29歌32-33
44) ルチーフェロの堕落については，わレカによる福者番iに「わたしはサタンが穏委のよう
に天から落ちるのを見ていたJ(10霊前8),rイザヤ番jに fああ，お前は天から落ちた明け
の明星，鱈の子よJ(14寧12）とある。また， トマス・アクイナス著， f神学大会j I-63参
日召
45) (principio de! cader fむ imaladetto superbir…da tuti i pesi de! mondo costretto）問委，
天国策第29歌55 57 
46) 明けの明星の象徴， Jレチー フエロ（Iucifero）は，人々に光をもたらすという意味である
が， luciの光という意味と分けて，接尾詩－feroには，後になって，倣慢や高慢などの語義
が加わった。




























48) ｛“＇Pape Sαt仇 PapeSαtanαleppe！”｝問書，地獄矯第7歌1
49) (Taci, rnaladetto lupo！｝問書，地獄綴第7歌8
50) この言葉は，アエネーアスの「黄泉帰りJのエピソードにおける糾弾されるプルートをイ
メー ジさせる。
51) {chi岳pi合SC己lleratoche colui che al giudizio divin passion cornporta｝何番，地獄篤第20歌
29-30 


































58) (che qui per quei di la molto s'avanza）前掲番『神曲j，煉獄縞第3歌145
59) (se orazfone in prima non I山 ltache surga s註dicuor che in grazia viva; l’altra che val, 
che'n cier即日告 udit沙問委，煉獄綴第4歌133-135



























'. purgar le gravi offese）問書，煉獄篤第5歌70…72
61) 〈“＇Maria,bra per noi’；“＇Michele”e“Pietro”e “Tutti santiウ向番，煉獄議第13歌50-51
62) (qui vi la ripa fiamma in fuor balestra, e la co1 nice spira f凶 oin suso che la reflette e via 
da lei sequestr註； ond’1rne convenia dal lato schiuso ad uno ad uno）問委，煉獄篇第25歌
112…116 
63) (non ti potrebbe far d’u日capelcal vo）同番，煉獄篇第27歌27
64) 精神宏、清めるための浄火の出典は，諾日程士記j 3主24,rルカによる福音書J21章is,r使
徒言行録j27牽34などに見られる。

























66) (Voi che viveお ognecagion recate PむFsuso sl cielo, pur come s芭 tむtomovesse seco di 
necessitate. Se cosi fosse, in voi fora distrutto libero arbitrio, ・ー Lo cielo i vostri movimenti 
inizia; non dico tuti, ma, posto ch'i’l dica, lume V’e dato a be問 ea malizia, e libero voler) 
問主撃，煉獄篤第16歌67-75
人間の意志の自由については，前掲苦手 f神学大全j I 115, 4-6参照
67) (che, se fatica ne le prime battaglie col ciel dura, poi vince tutto, se ben si notrica) 
前掲芸書 f字申助j，煉獄篤第16歌76 78 






























70) プラトン箸，種山恭子訳 fテイマイオスjプラトン全集12 岩波書店 2005年参照
71) (parer tornarsi I’a山nea lestelle）前掲番待申曲j，天国策第4歌53
72) (torse gia tutto i mondo quasi, si che Giove, Mercurio e Mart己anominar trascorse）向舎，
天国綴第4歌62-63
73) （“'Ringrazia, ringraziαil Sol de li angeli, ch’αques旬 S肝isibilt' ha levαto per sua grazia”｝悶
言書，天国篤第10歌52-54





























76) (un punto vidi che raggiava lume acuto si, che’i viso ch’eli affocachiuder conviensi per lo 
forte acume｝前掲警『干宇治i，天国篤第28歌16-18
77) 問書，天国篤第30歌108
78) (che di cio fare avei la potestate｝問委，天国篇第31歌87
79) (la gente ingannata e mal disposta）問書，天国綴第22歌39
東在吉宗教緩の接点 69 
基礎づけるのは異宗教の神々であり，密儀，祭把などに内在したアルカイックな宗教
概念である。結局，この論理的世界観を支配するのは，すべての存在である神であっ
て，教会に対して，神の患、寵を欲求する人間の自由を全面的に主張することによって，
一般民衆の進むべき道程を説明したのである。確かに，このような考察が，キリスト
教の特殊性を希薄化することは否めない。しかし，宗教の良主化が普遍化への潜在性
を暗示する意味においては，このような方向性は世界宗教の辿るべき運命であると
えるのではないだろうか。
聖フランチェスコ (1182?-1226）による「太鵠の賛歌Jに歌われた肱し、ばかりの
輝きによって描かれる神による自然の恵み，またフランチェスコ・ペトラルカ
(1304 1374）のヴァントゥ一山登警によって覚醒した自然の描写は，人簡を中心と
した信仰表現を確立するためのテーマを，文字を媒介とすることによって明確に表現
した。このような中世後期に萌芽した自然崇拝への窃帰は，一見それらと相反する，
ダンテの自指した，神学に基づく宇宙観を説明するための信仰へと連結される人情の
自由意志の覚醒へと向かう潮流と，相互に影響を与え続けた。シスマに産面した中世
後期の視沌とした社会背景において，自然崇拝を内包する人間の自由意志と，信仰へ
と向かう人間の岳由意志は，バランスを保ちながら，次第に，人間中心主義へと方向
づけられ，それによって生じた多様な価値観は，キリスト教の一般民主化を推進した。
このようなルネサンスへと続く人間中心主義は，まさに，初期宗教改革と呼ぶに相応
しい運動へと連結して，一般民衆に対する普遍的な神の思議を説いたjレターの宗教改
革の到来を暗示するもので為った。
ルネサンスになると，人文主義は，さらに人間中心への方向性を示す。ジョパン
ニ・ピコ・デツラ・ミランドラ（1463-1494）は，人簡を世界の中心において世界の
存在を考察する。そこでは，世界の中心は，神を象徴する太陽ではなく人関自身であ
る。トンマーゾ・カンパネッラ（1568-1639）は，名著 f太陽の都jの壮大な宇宙論
の展開において，占星術を基礎とした一大ユートピアを提唱した。しかし，そこに描
かれている天体は神の患寵を支えるものではなく，その上で輝く太陽はキリスト教の
神ではない。ルネサンスの人間中心主義が進むにつれて，人々の恐怖の対象であった
悪魔は深い地底に沈み，地獄は人々から遠ざかる。必然的にそれらに対抗して立てら
れた十字架の神学も天国から現世へと落ちて，一般大衆の現実主義の中に壊没するの
である。
